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１．事業活動の概要

（１）事業社名及び代表者名

事業者　　　　資源エコロジーリサイクル事業協同組合

代表者　　　　代表理事　　水野悦二

（２）所在地　〒922-0428   石川県加賀市尾中町イ１１５－１

３）環境管理責任者及び担当者の連絡先

管理責任者　　　　後藤　光

連絡先　　　　　　　電話　076１-76-9295

　　　　　　　　　　FAX　0761-76-9296

E-mail　  shigen-eco@tune.ocn.ne.jp

（４）事業内容

１．　産業廃棄物・中間処理・収集運搬

２．一般廃棄物処理・収集運搬

３．.食品リサイクル

４．食品乾燥業務

（５）事業規模

　　従業員 １5名

　　延べ床面積 ３７９．１ｍ
2

　　設立年月 １９９６年１月

　　資本金 ２２００万円

　　２０２2年度売上高 ３61百万円

　　組織図 別紙

２．対象範囲
　　（１）認証登録範囲

　　　全組織　　本社、事務所、営業所

　　　全活動（事業内容と同じ）

　　　　　１．産業廃棄物・中間処理・収集運搬

　　　　　２．一般廃棄物処理・収集運搬

　　　　　３．食品リサイクル

　　　　　４．食品乾燥業務

　　（２）環境経営レポートの対象期間及び発行日

　　　　　　対象期間　: ２０２2年4月～２０２3年3月

　　　　　　発行日 　  : ２０２3年４月２6日
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３．廃棄物情報

（１）許可の内容

（産業廃棄物）

許可者 種類

積替保管 取得年月日

許可番号

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
差

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
陶
磁
器

鉱
さ
い

が
れ
き
類

有無 有効期限

石川県 中間処理 -
2018.11.30

1723051869 〇
2023.8.25

石川県 収集運搬 無
2023.1.27

1707051869 〇 〇 〇 〇 〇
2028.1.13

富山県 収集運搬 無
2019.11.25

1601051869 〇
2024.11.24

福井県 収集運搬 無
2022.9.12

1601051870 〇
2027.9.11

※石川県加賀市内で排出される産業廃棄物、一般廃棄物を中心として、収集運搬、中間処理、最終処分までの
一連の廃棄物とこれらに付帯する事業を行う。

中間処理お菓子工場から排出される廃棄菓子（産業廃棄物）を主体とした廃棄物の液体肥料、最終処分は管理
型埋立（畑に散布）を行う。

「産業廃棄物の種類及び取扱量」 収集運搬量 廃棄菓子18 t/月　中間処理、最終処分　廃棄菓子 11t/月

（一般廃棄物）

許可者 種類 取得年月日 有効期限
廃
油

動
植
物

加賀市 一般廃棄物中間処理 2022.4.1 2024.3.31 〇 〇

加賀市 一般廃棄物収集運搬 2022.4.1 2024.3.31 〇 〇

（２）施設の状況

（収集運搬車両）

自動車登録番号
自動車の

種類
用途 車体形状

初年度
登録年月

最大積載量(㎏)

１ 石川100す792 普通 貨物 キャブオーバー 2011年2月 3,500

２ 石川100す2836 普通 貨物 バン 2015年7月 2,000

３ 石川100す6082 普通 貨物 バン 2021年11月 4,000

4 石川480こ1425 軽自動車 貨物 キャブオーバー 2005年2月 350

計　4台
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（保管施設）

産業廃棄物の種類
動植物性残さ

保管施設1保管施設2

保管場所の面積 12㎡ 6㎡

保管上限 18㎥ 9㎥

（処分業許可内容）

施設の種類 処理する産廃の種類 処理能力 処理方式

動植物性残さ中間処理

動植物性残さ 1.7ｔ/日（２４ｈ） 液体肥料化

動植物性残さ 2.2ｔ/日（２４ｈ） 液体飼料化

動植物性残さ 堆肥化

廃食用油の中間処理 廃食用油 精製

（処理工程図）

産業廃棄物の処理工程 一般廃棄物の処理工程 廃食用油の処理工程

排出事業者 一般家庭・事業所 一般家庭・事業所

収集運搬業者(当組合） 収集運搬業者(当組合） 収集運搬業者(当組合）

当組合にて中間処理 当組合にて中間処理 当組合にて中間処理

　　　発酵（１０日間） 　　発酵させない

（処理実績）　　　（別表②受託した産業廃棄物の処理量を記載）　

  収集運搬の量 （単位:ｔ）

廃棄物種類 ２０20年度 ２０21年度 ２０22年度

産業廃棄物 185 189 218

一般廃棄物 184 178 179

  処分量（中間処理） （単位:ｔ）

廃棄物種類 ２０20年度 ２０21年度 ２０22年度

産業廃棄物 81 101 135

一般廃棄物 184 178 179

契約農業法人にて使用         
（液体肥料）

液体飼料とし

て販売     （飼

 契約農業法人に
て使用（堆肥）

燃料化、又は工業油脂とし
て販売
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４．　環境経営方針

１. 基本理念

資源エコロジーリサイクル事業協同組合は、地球の限りある資源を守り　
地球環境の負荷を低減に努め、より良い「資源循環型社会」を目指し、
社員一丸となって社会貢献できるよう努めていきます。

２. 行動指針

１）全従業員は環境関連法規の順守を徹底するとともに、環境整備に努めます。

２）エコアクション21を継続的に改善し、環境経営のステップアップを実践します。

３）廃棄物の削減及び再利用・再資源化の推進に努めます。

４）食品リサイクルを通じて環境負荷を削減します。

5 ）環境経営方針は、全ての従業員に周知し、社外の求めに応じて開示致します。

2018年4月1日

　　 資源エコロジーリサイクル事業協同組合

　　　代表理事　水野悦二
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５．エコアクション21、責任体制・実施体制・役割

2023年4月20日現在

責　任　者 役　割　･　責　任　・　権　限

代　表　者　　

・環境管理責任者の任命
・環境方針の制定
・エコアクション21全体評価と見直しの実施
・環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備
・社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者　

・環境経営システムの確立、実施及び維持するための処置
・代表者に対し、環境経営システムの有効性、取組状況の報告
・推進機関であるEA21事務局の責任者として事務局運営
・必要な教育‐訓練の計画‐実施

エコアクション
21　　　　

事務局　　　

・環境管理責任者を補佐し従業員の全員参加によるEA21の運営改善を推進する。

・EA21関連文書-記録の作成、改正、伝達の業務を推進する。
・毎月の環境負荷データを整理し、従業員に発表できるように準備する。

組織全体 ・環境活動計画の具体的な取組み内容を実行する

（各項目の責任者）
1 電力使用量管理者 ----- 中谷俊明
2 灯油使用量管理者 ----- 西岡光一
3 ガソリン使用量管理者 ----- 敷村　肇
4 軽油使用量管理者 ----- 高村幸典
5 産業廃棄物管理者 ----- 水野大将
6 一般廃棄物管理者 ----- 水野大将
7 水使用量管理者 ----- 南　開斗
8 エコ整備管理者 ----- 後藤　光
9 管理者部門 -----

10 紙使用量管理者 ----- 全　員

代表者

環境管理責任者

EA21事務局

工場部門 業務部門 加工場部門
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6．環境経営目標
過去3年間の実績

単位
2020年度

実績
2021年度

実績
2022年度

実績

売上高 百万円 310 347 361 

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 56,773 92,901 98,247 

二酸化炭素原単位
㎏(CO2/百万

円)
183 268 272 

購入電力 ｋWｈ 30,553 40,336 38,379 

灯油 L 7,133 18,805 20,879 

軽油 t 6,394 7,147 8,419 

ガソリン ％ 1,412 1,003 754 

LPG ㎥ 454 1,580 1,072 

廃棄物排出量 ㎏ 14 10 7 

受託した産業廃棄物リ
サイクル率

% 100 100 100 

水使用量の削減 kg - - -

二酸化炭素排出量のトレンドグラフ 二酸化炭素排出量の内訳（２０２２年度）

2020 2021 2022

灯油　51.5%

軽油　21.9%

電力　21.7%

ガス　3.2%
ガソリン　
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7．環境経営目標

今後3年間の目標

単位
2021年度
実績基準

2022年度
目標

2023年度
目標

2024年度
目標

売上高 百万円 347 364 383 402 

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 92,901 91,972 91,052 90,142 

購入電力 ｋWｈ 40,336 39,933 39,533 39,138 

灯油 ℓ 18,805 18,617 18,431 18,246 

軽油 ℓ 7,147 7,076 7,005 6,935 

ガソリン ℓ 1,003 993 983 973 

LPG kg 1,580 1,564 1,549 1,533 

廃棄物排出量 トン 10 9 9 8 

受託した産業廃棄物リ
サイクル率

％ 100 100 100 100 

水道使用量の削減 ㎥ - - - -

  当社における二酸化炭素排出量・エネルギー使用量の基準を２021年の実績を基
準とし、年１％づつ減少目的値とした。廃棄物は目的設定せず、実績把握のみと
しリサイクル率９５％以上とした。基準を２021年の実績を基準とし、年１％づ
つ減少目的値とした。廃棄物は目的設定せず、実績把握のみとしリサイクル率９
５％以上とした。

※ 電力の二酸化排出係数は0.571kg-CO２/kWh（大同ゼネラルサービス2022年度調整後排出係数）
を使用し、今後も継続する。
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8．取組内容、評価、次年度への取組

目標 具体的取組内容
評価

次年度 部門
達成状況 結果の原因と今後の方向

二酸化炭素
排出量の削

減

社員の節電意識の徹底を図る ○

エアコン設定温度、省エ
ネ機器、節電、冬季の暖
房による室内温度調整は
今後も継続。[節電]ステ
ッカー貼付、温度計を設
置。常に室内温度に注意
をするように心がける。
ＯＡ機器の電源に注意を
払う。

継続 エネルギー部

車両の適正運転(最短ルートの構
築)

○

空調温度管理(夏24～28℃・冬
20～24℃)

○

省エネタイプの機器購入 ○

照明の管理(消灯の徹底・機器改
良)

○

廃棄物排出
量の
削減

分別の徹底 〇 事務所から排出される一
般廃棄物の分別方法（加
賀市）を遵守徹底、排出
量の秤量徹底は今後も継
続。両面印刷、両面コピ
ー、メモ用紙等の利用を
徹底する。書類・資料・
マニフェスト伝票の電子
データ化を今後も進める
。

継続 廃棄物部

両面印刷、両面コピーの徹底。 ○

排出量の秤量徹底 ○

リサイクルの取組 ○

水使用量の
削減

こまめに節水に努める ○
トイレ排水の削減、水量
の調整、節水は今後も継
続。[節水]ステッカー貼

継続

全員

洗車時、ホースに手元コック取付 ○ 今後も継続。 継続

コピー用紙
の削減

裏面使用、メモに使用 ○ 今後も継続。 継続

パソコン利用拡大 〇 今後も継続。 継続

グリーン購
入

再生紙・事務用品 ○ 今後も継続。 継続

エコマーク使用品の購入 ○ 今後も継続。 継続

教育訓練

EA21導入の意義親等 ○ 今後も継続。 継続

定例会議で進捗報告 ○ 今後も継続。 継続

改善事例の提案、実施 ○ 今後も継続。 継続
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9．対象年度（２０22年度）の目標、実績、評価

目標 単位

2021年
度

（基準）
実績

2022年
度

目標

2022年
度

実績

達成率
実績／目

標
評価

売　上　高 百万 347 364 361 0.99 〇

二酸化炭素排出量 kg -CO2 92,901 91,972 98,247 1.07 △

二酸化炭素原単位
㎏(CO2/
百万円)

268 252 272 1.08 △

購　入　電　力 kWh 40,336 39,933 38,379 0.96 〇

灯油 ℓ 18,805 18,617 20,879 1.12 ×

軽油 ℓ 7,147 7,076 8,419 1.19 ×

ガソリン ℓ 1,003 993 754 0.76 〇

LPG ｋｇ 1,580 1,564 1,072 0.69 〇

廃棄物排出量 トン 10 13 10 0.77 〇

受託した産業廃棄物
リサイクル率 ％ 100 100 100 1.00 〇

水使用量の削減 ㎥ - - - - -

目標設定 対象年度2021年度（2021.4～2022.3）目標＝2021年度実績×0.99とした

評価基準 〇　達成　 △　10％以下未達成 ×　10％以上未達成

未達成の要因
×　二酸化炭素排出量の増加は灯油と軽油の使用量が前年度より業務
拡大(遠方での収集運搬業務・乾燥業務での灯油使用量)によって増え
た。達成した項目は今後も継続していけるよう努力していく。
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10．環境関連法規などの順守状況及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

１１-1.環境関連法規等の順守評価

法規名 順守事項 当社の順守内容 チェック

１、産業廃棄物の保管は保管施設で行う 面積12㎡、容量18㎥、高さ1.5ｍ

2023・4

2、産業廃棄物管理票（マニフェスト）
運搬終了後10日以内にB2票を排出事業者に返却

B1票、Ⅽ2票を5年間保管

3、収集・運搬の基準

産業廃棄物の飛散・流出の防止

廃棄物処理法 車輌に産業廃棄物の収集運搬車である
こと、

（産業廃棄物） 事業者名、許可番号を表示する

4、帳簿の記載 帳簿を備えて規定の事項を記録し、5年間保管

5、再委託基準 原則として収集・運搬を他人に委託してはならない

6、実績報告 収集・処分実績を報告（6月末まで）

1、一般廃棄物の保管は保管施設で行う 面積6㎡、容量9㎥、高さ1.5ｍ

2023・42、収集・運搬の基準

一般廃棄物の飛散・流出の防止

廃棄物処理法 車輌に一般廃棄物の収集運搬車である
こと、事業者名、許可番号を表示する（一般廃棄物）

3、実績報告 月1回、行政に報告

浄化槽法 浄化槽の維持管理 浄化槽の定期点検・清掃 2023・4

道路運送
業務用車両の運送管理

業務用車両の車検1回/年実施
2023・4

車両法 業務用車両の運送記録作成

１１-2.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

過去３年間、環境関連法規の違反はなく、訴訟等についてもありませんでした。
また、行政からの指導、近隣からの苦情等もありませんでした。
随時見直しを行い、法規等の順守に努めます。

１２．代表者による全体評価と見直し・指示

エコアクション２１に取り組むことにより、データを取りまとめ、弊社のエネルギ
ーの使い方を把握すると同時に無駄な部分を多数発見しました。　　　　　　　　　　
環境保全活動の取組の重要性を今一度社員全員に周知し、目標達成にむけて今後更
に取り組んでいきます。

2023.4.20

代表理事　水野悦二
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